
  

 

 

 

 

※裏面もありますのでご覧ください。 

 

 

                         

                         

27日（土）は、今年度初めての参観日でした。授業参観、学級・個人懇談、PTA総会、歓送迎会と盛沢山の一日となり、

大変お疲れさまでした。 

新しい担任とスタートしたばかりの授業・学級の様子はいかがだったでしょうか。まだまだ子どもたちが新担任に慣

れていないところもあり、学習規律等において不十分なところも見られたかと思いますが、子どもたちは、気持ちを新

たにしてがんばっているところです。1年間かけて、丁寧な授業づくり・学級経営に取り組み、学力や豊かな心を育んで

参ります。 

また、学級懇談や個人懇談では、学級やお子さんの現在の課題や良さ等について担任より話があったことと思いま

す。良いところはさらに伸ばし、課題については保護者の皆様のお力をお借りしながら、連携して取り組んで参りたい

と思います。 

ＰＴＡ総会や歓送迎会にも多数の保護者の皆様にご参加いただき、誠にありがとうございました。なかでも、歓送迎会

の準備や後片付け等にご協力をいただいた皆様、大変お手数をお掛けしました。心より感謝申し上げます。 

96名の児童、72家庭の保護者の皆様、教職員とともに、令和6年度が本格的にスタートしました。今後とも、本校

の教育活動へのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

南国市立国府小学校 令和６年５月１日（水）第３号 

家庭数 

学 校 だ よ り 

授業参観、学級・個人懇談、PTA総会、歓送迎会 ありがとうございました 

 

 

 

＊＊＊本年度のPTA役員さんです＊＊＊ 

 

会長      ※お名前は削除しています。 

副会長   

副会長   

会計    

 ※その他の各部長さんは、後日決定されます。 

   １年間、よろしくお願いいたします。 

 ※R５年度の役員の皆様、ありがとうございました。 

  

参観授業の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

自立できる子どもの育成 ～かしこく やさしく たくましく～ 

 

【校内研究テーマ】 

「自ら学ぶ力の育成」 

～国語科を中心とした『主体的・対話的で深い学び』を実現する授業づくりと、魅力ある学級・学校づくりを基盤として～ 

  
ＰＴＡ総会でも少しお話をさせていただきましたが、本年度の本校の学校運営は、上記の学校目標・校内研究テーマを柱として取り組ん

でいきます。 

学校教育目標にある「自立」というのは、「自分のことが自分でできる」等の身辺自立に加えて、「自分で考え、正しく判断し、行動す

ることができる」精神的な自立を含んでいます。特に「正しく判断し」というところが大切だと考えています。日常生活や学校生活では、

我慢しなくてはいけないこと、やりたくないけれどやらなければならないこと、ルールを守って行動することなど、集団生活をするうえで

は、してよいことと、してはいけないことを正しく判断し行動ができることが必要になります。つまり、この「自立」には、「自分を律す

る」という方の自律の意味も含んでいます。具体的には、これまでもお伝えをしてきました「四葉のクローバー大作戦」として、「あいさ

つ」「そうじ」「べんきょう」「きまりを守る」の４つのことが当たり前にできるようにしていこうと呼び掛けています。そして、この４

つを支える一番大切なことが「人にやさしくすること」「思いやり」であるということも繰りかえし全校や学級で話をして取り組んでいま

す。少しずつ改善が見られていますが、まだまだ、人を傷つけてしまう言葉や、つい手が出たりということがあります。子どもたちの他者

に対する「思いやり」の気持ちを育んでいけるよう、さらに取り組んで参ります。 

 校内研究については、「国語科の授業づくり」と「魅力ある学級・学校づくり」の２本を柱とし、「自ら学ぶ力の育成」に向け、取り組

んで参ります。国語科の授業につきましては、県教育委員会の事業「授業づくり講座」の研究拠点校として取り組んでいくことになってい

ます。子どもたちが、楽しくそして力を付けることのできる授業をめざして参ります。もう一つの柱である「魅力ある学級・学校づくり」

については、子どもたちのより良い人間関係を深めたり、全ての子どもが、安心して楽しい学校生活を送ることができるような取組を進め

て参ります。また、本校の児童は、先生に言われたことは真面目に取り組むことができる児童が多いですが、「自分たちで主体的に行動す

る」ということがまだまだ十分ではないと感じています。今年度は、「学級や学校の課題を自分たちで考え、解決に向けて取り組むこと」

や「自分たちで考えてより楽しい国府小学校になるよう行動できる」場面を様々に設定し、主体的に行動ができるような児童に育てていき

たいと考えています。 

学校教育では、「全ての子どもの安心・安全を守る」「全ての子どもの良さや可能性を引き出し、伸ばす」ことが大切だと考えておりま

す。ただし、昨今の社会情勢や子どもたちを取り巻く環境の変化に伴いまして、これらを実現するためには、学校教育だけでは難しいのが

現状です。従いまして、保護者の皆さんや地域の皆さんのお力をたくさんお借りして、子どもたちの健やかな成長に向けて尽力していきた

いと思います。本年度も本校教育へのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

令和6年度 国府小学校の学校運営 

新年度がスタートして約３週間。１年生もランドセルを背負い、たどたどしい足取りながらも毎日がんばって登校していま

す。学校前の道路は、児童の通学時には車の交通量も大変多く、またガードレール等もないために、子どもたちには細心の注

意をはらって登下校してもらいたいと思っています。（一列で歩く、できるだけ車道から遠い歩道の端を歩くなど） 

そのような通学路で、毎朝のように子どもたちが安全に登校できるよう見守ってくださっている地域の方々（「つらゆきさ

ん安全パトロール」）がたくさんいらっしゃいます。雨の日にもレインコートを着てまで立ってくださっていて、頭が下がり

ます…。これほどまでに地域のみなさんに支えていただいている学校は、近年、なかなか無いと思います。地域の皆様のご協

力に心より感謝申し上げます。子どもたちを取り巻く社会環境は、日々、様変わりしており、子どもたちの健やかな成長のた

めには、学校・保護者・地域の連携がこれまで以上に大切ではないかと考えています。今後も様々な場面でご協力をいただく

ことになるかと思いますが、よろしくお願いいたします。 

また、「南国交通少年団」として、今年は５・６年生の６名が手をあげてくれました。毎月１回、登校時に緑の制服を着て

交通安全や挨拶を呼び掛けてくれます。早朝からの活動になりますが、６名の少年団の皆さん、がんばってくださいね。 

 

 

地域のみなさんに支えられています 


